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■
災
害
対
応
で
交
替

制
等
ル
ー
ル
化
は
急

務
の
課
題
！ 

会
見
で
は
、
冒
頭
、
亀
井
委
員

長
か
ら
、
①
歪
（
い
び
つ
）
な
年

齢
構
成
の
実
態 

②
進
ま
な
い

６
級
昇
格
改
善 

③
不
透
明
な

定
年
延
長
制
度 

④
労
使
関
係

の
改
善 

と
り
わ
け
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
職
場

の
管
理
職
の
声
を
ぶ
つ
け
ま
し

た
。 

 
宇
野
大
臣
官
房
長
か
ら
は
、

「
職
場
で
管
理
職
員
が
先
頭
に

立
ち
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
こ

と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
」
と

の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
具
体
の
指
摘
に
対
す

る
回
答
は
、
用
意
さ
れ
た
メ
モ

を
読
み
上
げ
る
程
度
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 

 

■
定
年
延
長 

定
年
後
の
選
択
肢
は
、

ど
ん
な
仕
事
を
行
う

の
か
を
示
す
こ
と
が

重
要
！ 

 

会
見
は
時
間
も
短
く
儀
礼
的

な
や
り
と
り
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ユ
ニ
オ
ン
は
、『
長
期
化
か

つ
大
規
模
化
し
て
い
る
災
害
に

持
続
的
継
続
的
に
対
応
す
る
た

め
、
交
替
制
等
の
ル
ー
ル
化
は

急
務
の
課
題
』
で
あ
る
事
を
追

及
し
、『
定
年
延

長
で
給
与
等
の

説
明
は
あ
っ
て

も
、
ど
ん
な
仕

事
を
す
る
の
か

示
さ
れ
て
い
な

い
。
再
任
用
で
の
短
時
間
勤
務

或
い
は
民
間
再
就
職
と
比
較
で

き
る
選
択
肢
を
示
す
べ
き
』。 

更
に
は
、
若
手
へ
の
技
術
力
継

承
で
は
『
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
行
政
と
し
て
の｢

判
断
力｣

や

｢
現
場
対
応
力｣

』『
教
育
・
研
修

は
現
場
で
の
実
践
が
積
み
重
ね

ら
れ
る
工
夫
を
』『
何
よ
り
も
余

裕
が
持
て
る
環
境
と
す
る
た
め

に
増
員
を
』
と
の
追
及
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
う

し
た
要
求
を
実
現
し
て
い
く
よ

う
、
引
き
続
き
国
土
交
通
省
当

局
及
び
地
方
整
備
局
に
対
し
て

折
衝
交
渉
で
迫
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

去
る
９
月
３
０
日
に
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
宇
野
大
臣

官
房
長
と
四
役
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
会
見
で
は
、
昨
年
大

会
以
降
取
り
組
ん
だ
「
管
理
職
員
等
業
務
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
に
つ
い
て
追
及
し
、
職
場
の
切
実
な
実
態
を
再

認
識
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

宇野大臣官房長からの回答（要旨） 

《増員》 査定当局に対し防災減災・国土強靱化をはじめとする業

務の重要性や職場の実態を説明しながら、必要な要員の確保及び組

織の整備に引き続き最大限努力してまいりたい。 

《定年延長》 すべての職員の働き方改革に資するようシニア職員

の具体的な職務フローや若年層の職員との職務分担、人事運用の見

直し等について検討しているところ。 

当局参加者に要求を訴える管理職ユニオン四役 
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最
近
の
各
支
部
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

■
７
月

23

日
中
部

支
部
大
会
開
催 

 

「
無
理
な
工
事
発
注
（
標

準
断
面
発
注
、
地
元
等
未
調

整
）
が
増
加
し
て
い
る
」「
女

性
係
長
が
産
休
に
入
っ
て

も
任
期
付
き
職
員
等
の
補

充
が
な
い
」
「
超
勤
上
限
規

制
の
遵
守
は
言
う
が
、
ど
う

し
た
ら
守
れ
る
か
の
指
導

が
な
い
」
「
出
勤
で
き
な
い

若
手
職
員
が
増
え
て
い
る
」

な
ど
中
部
地
整
の
職
場
が

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
に
あ
る

事
を
確
認
し
、
こ
う
し
た
課

題
を
改
善
さ
せ
る
運
動
方

針
を
確
認
。 

 

■
７
月
25

日
近
畿

支
部
と
近
畿
地
方
整

備
局
長
と
の
会
見 

 

職
場
に
は
メ
ン
タ
ル
も
含
め

体
調
を
崩
す
人
が
多
い
。
地
方

の
事
務
所
で
は
新
規
採
用
が
集

中
し
、
新
任
係
長
、
新
任
課
長
が

上
司
に
つ
き
仕
事
を
教
え
る
余

裕
が
無
い
。
局
長
か
ら
は
「
明
る

く
楽
し
く
風
通
し
良
い
職
場
」

を
目
指
す
こ
と
を
回
答
。 

 

■
７
月

26

日

東
北
支
部
、
人

事
院
東
北
事

務
局
交
渉 

 

職
員
で
30
歳
台

が
少
な
い
た
め
、
再

任
用
フ
ル
タ
イ
ム

が
出
張
所
係
長
へ

と
配
置
さ
れ
て
い

る
。
新
規
採
用
者
を

始
め
定
年
延
長
者

を
含
め
た
定
数
確

保
の
た
め
に
も
、
再

任
用
フ
ル
タ
イ
ム

は
定
数
の
枠
外
に
。

現
役
並
み
の
手
当

の
改
善
に
つ
い
て

も
追
及
。 

 

■
８
月
３
日
中
国
支
部
、

中
国
整
備
局
と
折
衝 

 

管
理
職
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

の
職
場
の
声
を
元
に
、「
交
替

要
員
を
考
慮
し
た
防
災
体
制

の
充
実
」
、
「
定
年
延
長
後
の

給
与
よ
り
も
、「
働
き
方
」
を

早
急
に
示
す
こ
と
」
を
追
及
。

中
国
当
局
は
、「
苦
労
し
て
も
ら

っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、

災
害
対
策
計
画
書
に
第
一
陣
、

第
二
陣
、
第
三
陣
と
決
め
て
お

く
こ
と
は
難
し
い
。
」
と
不
充
分

な
回
答
。 

 

■
関
東
・
中
部
・
中
国
支

部 

独
自
で
管
理
職
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
取
り
ま

と
め
る 

 
管
理
職
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
多
く
の
管
理
職
か
ら
切
実

な
思
い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
支
部
が
支
部
集
約
結
果

を
独
自
で
取
り
ま
と
め
、
職
場

を
変
え
る
た
め
宣
伝
討
議
資
料

を
作
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
管

理
職
と
職
場
の
皆
さ
ん
で
、
と

も
に
働
き
が
い
あ
る
職
場
へ
転

換
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 退職年次が引き上げら

れても、「役職定年」と「給

与は退職時７割」！ 

 60 歳を超えての体力の

問題もあって、「どんな仕

事をするのかが最も知り

たい」が職場の思いです。 

人事院 HP より転載 


